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納谷先生を偲んで

富永昌治 （元会 長 ，千葉大学）

故 納谷先生を偲んで

側垣 博明 （女子美術大学）

　私が納谷先生 に初め て会 っ たのは ，大阪大 学での 学

位 取 得 した 1975 年 に，兵庫 県尼 崎市 にあ っ た 電 子

技術総合研究所大阪支所を訪問したときで あ っ た．先

生 は大阪支所 を統括す る支所 長で した．大 阪支所 は当

時色彩研究 の 世界的メ ッ カ で あ り，私も色彩研究をす

るも の と期待 してお りま した が，先生はむ しろ研究業

績 が少 なか ⊃ た放射線 の研究 をや るよ う依頼され ま し

た，納谷先生 の 研究の興味は広 く，色彩の みにあ らず ，

電気計測や放射線分野 まで研究指導能力があ りま した

　私が放射線解析の 研究を した経験 は，後年分光 画像

の 研究に非常に役にた つ 結果とな D ま した．私 は 1年

後 ，大阪電気 通信 大学の 教員 と して 転 出 しま した が v

数年 後，納谷 先生 も電総研 を 乙 退 職され，同 じ大学 に

教授と して 赴任されま した．

　先 生は学部で は品質管理の教育 に携われ ，大学院で

は色彩科 学の授 業 を担 当さ れま した，教育
・
研究 にお

ける卓越 した能力 と温かくて 思い や りのある先生の人

柄 のた め、全 大 学人 か ら大変尊 敬 さ れま した．大 学に

お け る先 生 の研究テ
ー

マ は主 に 色の 見え モ デル で し

た ，先生は Hunt モデル に競合する ，先生独自の非線

形色の 見え モ デル を提案されま した．大学の役職 と し

て 工 学 部長を務め られ，そ の 後も 重要な役職に就 かれ

た 後， 1998 年大学を退職 され て 名誉教授に な られ

ま した．先生 は理 事長を含め，多 くの人々の信 頼を集

め て お り，学長の ポ ス トに就 くよ う依頼さ れ ま した

が，研究者と して 残りの人生 を週 乙 す こ とを望 まれ ま

した ．こ退 職 後，色 彩研 究 に対 す る 熱意 は全 く衰 え

ず ，む しろ大学教育や管理運営の 仕事か ら解放さ れ て ，

研 究に没頭さ れ ま した．最近 Nayatanr 　TheoretioaI

Color　Space を新 た に提案さ れ，色彩調和や カラ
ー

イ

メージ ン グの応用分野にも興味をのばさ れま した．こ

退職後，大阪 電 気通信大学の 私の 研 究室 に お越 しに な

っ た 時や，土 曜 日の 午後，電 話を通 して ，色彩研究の

現状と将来に つ い て 議論 し，先生 の 高話を お 伺い す る

た Dする こ とが楽 しみ で した，

　 先 生は色 彩研究 の師に限 らず ，私の人生の導 師で あ

りま した．先生の こ 冥福を心 か らお 祈 りい た します．

　平成 21 年 5月 29 日に納 谷嘉 信先 生 が ご逝 去さ れ た

と y こ 子息 （信様 ）か らの 喪中 八 ガキ を頂い て 驚愕 しま

した．享年 82 歳で した，

　納 谷 先 生 に初 め て お 目に かか っ たの は 昭 和 39 年

（1964 ）の 秋で し た ，先生 は カナ ダ国立研究所 （NRO ）

の ビセ ッ キ ィ
ー博士の と ころ に2 年間留学 さ れ，帰 国

後 間もな い 頃で した ，先生 か ら 「も し，君が も う少 し

勉強 したい なら研究課に ぎ なさ い 」と言 っ て 頂きまし

た．以 来，約 35 年間 に亘 D ご指導賜 りま した．

　私が研究課に移籍 した当時 「カ ラ ー
テ レビのブ ラ ウ

ン 管の 自色輝度標準 （色温度 9200K ）」を完成されて

いま した，この 標準 は．国 内の家電 メ
ー

カ に配布 さ れ

日本 の カ ラ ーテ レビの 品質向上 に寄 与 し国際競争 力の

増強に 大き く貢献 しまし た ．こ の 標準は 現在も使われ

てい ます ．

　先 生 が大 阪電 気通 信大学に移 られる ま で の約 15年

間は，まさに色彩研究．品質管理 研 究室 ・所の運 営

と多忙な 日々を週 こ さ れま した．

　色 順応研究に取 D 組ん で いたと き，私 は実験を担当

して い ま した ．観測デ
ー

タの解釈 に議 論 が弾みま した

が，結論 に至 りません で した．その夜，電話を頂き 1

時間以上 にわた り議論が続ぎま した．こ の 結果が後に

色順応現 象の イン タ
ー

リンケ
ージ ・

モデル とな りま し

た．更 に発 展され 国際 照 明委員会 （OIE）の 「色II厦応予

淇1」法」の制定に つ なが りま した．

　 先生は毎週 月曜 日の午前 中は ，輪読会 お よび研 究室

連絡 会 を開催 され ま した．輪読 会 は順番 で 2 名が 原著

論文を 紹介 します ．発表の 途 中で も ，先生 か ら鋭い

質問が あ っ た こ とを思 い 出し ます．先生が在任中の 約

20 年間途切れる ことな く継続さ れま した ，

　 私は偶然にも先 生 が昨年 1月 6日に検査 入院され た

こ とを知 り，翌 日 お 見 舞い に お伺 い しま し た と きは，

お元気で い つ もの よ うに次の 研究計画を お話下 さ い ま

し た．

　 納谷先生 の こ 冥福を お祈 り致 します ．安らか にお休

み下さい ，

L 　 　 「
．．
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